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Fホ。ピュラー音楽|
20世紀精神.宅

橋
爪
大
三
郎

世
界
的
な
ビ
ッ
グ
ヒ
ッ
ト
が
続
々
生
ま

れ
、
世
界
中
の
テ
ィ
ー
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
が

同
一
の
ア
ル
バ
ム
に
熱
狂
す
る
。
そ
ん
な

現
象
が
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
で
当
た
り
前
に
な

っ
た
。
革
命
的
な
変
化
だ
っ
た
。

一
九
六
二
年
の
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
一
九
七

O
年
の
解
散
ま
で
、
六

0
年
代
に
君
臨
し

た
英
国
の
四
人
組
バ
ン
ド
、
ビ
ー
ト
ル
ズ

は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
歴
史
を
ぬ
り
替

え
た
。
そ
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
、
大

衆
文
化
の
弄
伎
の
座
に
押
し
上
げ
た
。

-
学
生
に
共
通
の
感
覚

大 衆の登場

ク
ラ
シ
ッ
ク
で
も
な
J

へ
い
伝
統
音
楽
、

民
族
音
楽
で
も
な
い
。
流
行
り
の
曲
と
し

て
人
び
と
の
聞
に
生
ま
れ
、
ひ
と
時
親
し

ま
れ
た
あ
と
、
や
が
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い

く
。
大
昔
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
、
そ

う
し
た
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
が
ニ

O
世
紀
に
な
る
と
、
ラ
ジ
オ

や
レ
コ
ー
ド
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
登

場
に
よ
り
、
流
行
が
ま
す
ま
す
大
規
模
に

な
っ
て
い
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
、
何
億
と

い
う
人
び
と
に
同
じ
音
楽
を
聴
か
せ
、
時

代
の
共
通
体
験
を
作
り
だ
す
。
美
術
や
文

学
に
く
ら
べ
て
複
製
が
簡
単
で
値
段
の
安

い
音
楽
の
流
行
が
、
大
衆
文
化
の
先
頭
を

走
っ
た
の
は
当
然
だ
。

そ
れ
で
も
戦
前
、
メ
デ
ィ
ア
を
適
し
た

音
楽
は
ま
だ
弱
体
だ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
は
音

質
が
悪
く
、
レ
コ
ー
ド
は
高
価
だ
っ
た
。

い
い
音
を
聴
き
た
け
れ
ば
、
バ
ン
ド
の
生

演
奏
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
イ
タ
リ
ア

人
は
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
シ

ャ
ン
ソ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
は
ブ
ル
ー

ス
を
口
ず
さ
む
と
い
っ
た
、
民
族
、
階
層

ご
と
の
色
分
け
が
健
在
だ
っ
た
。

戦
後
、
録
音
テ
l
プ
や
必
回
転
レ
コ
ー

ド
(
ド
ー
ナ
ツ
盤
)
が
登
場
し
て
、
ジ
ュ

ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
や
ラ
ジ
オ
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ

ー
ド
、
テ
レ
ビ
の
音
楽
番
組
が
流
行
音
楽

第 1部
ビートルズ 英 リパプール生まれの4人のロック

グループ。ジョン・レノン 0940"-'80)が作ったア
マチュアのグループにポール・マッカートニー (42
，，-，)、ジョージ・ハリスン (43"-')が加わり、 62年
リンゴ・スター (40"-')の参加でメンバーが確定。
デビュー後、大衆的ヒーローとして世界中の若者を
魅了した。 67年設立した会社「アップル」の不援な
どでチームワークが次第に乱れ、 70年解散した。

部麗君〈テレサ・テン=1953.......95) 台湾の人気
歌手から74年日本デビュー。米国留学を経て、東南
アジアで幅広く人気を集め、 84年再来日。 i空港」
「時の流れに身をまかせ」などをヒットさせた。
崖健 (1961.......) 北京出身。音楽家の家に育ち、

トランペット奏者の傍ら、 84年にロックバンドを結
成。中国の若者にカリスマ的な人気をもっ。

の
主
流
に
な
っ
て
い
く
。
空
輸
さ
れ
た
ド

ー
ナ
ツ
盤
が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
、
数
週
間

遅
れ
で
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
ト
チ

ャ
ー
ト
を
追
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
う

し
て
加
速
し
た
、
最
新
流
行
に
迫
ろ
う
と

す
る
渇
望
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
六
0
年
代

に
爆
発
す
る
。

*
 

六
0
年
代
を
ま
ず
特
徴
づ
け
る
の
は
、

世
界
同
時
多
発
的
な
学
生
叛
乱
で
あ
る
。

日
本
で
は
全
共
闘
が
猛
威
を
握
る
い
、
ア

メ
リ
カ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
欧
州

で
は
学
生
按
乱
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
中

国
文
化
大
革
命
の
紅
衛
兵
を
、
乙
れ
に
加

え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

と
れ
は
冷
戦
と
、
テ
レ
ビ
と
、
高
度
経

済
成
長
の
副
産
物
で
あ
る
。

長
引
く
冷
戦
で
、
米
ソ
に
対
す
る
抑
圧

感
、
不
信
感
が
拡
が
っ
た
。
正
面
の
敵
と

激
突
で
き
な
い
の
な
ら
、
無
理
で
も
自
国

の
政
府
や
大
学
に
抗
議
す
る
し
か
な
い
。

ズ
を
結
成
。
ま
ず
地
元
で
人
気
に
火
が
つ

い
た
あ
と
、
自
作
曲
「
ラ
ブ
・
ミ
I
・
ド

ウ
」
で
幸
運
な
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー
を
踊

'
る
。
空
前
絶
後
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
・
プ
1
7
A

の
幕
開
け
で
あ
る
。

ー

P

レ
ノ
ン
H
マ
ッ
カ
l
ト一一

1
の
ヒ
ッ
ド

曲
の
数
々
は
、
単
純
な
ロ
ッ
ク
ン
ロ
l
ル

の
コ
ー
ド
進
行
や
曲
想
を
は
み
出
し
て
お

り
、
も
っ
と
自
由
な
音
柴
表
現
で
あ
る
ロ

ッ
ク
へ
の
道
を
開
い
た
。
主
演
映
画
『
ビ

ー
ト
ル
ズ
が
や
っ
て
来
る
ヤ
ァ
!
ヤ
ァ

!
ヤ
ァ
!
』
は
、
今
日
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
・
ビ
デ
オ
の
原
型
だ
。
彼
ら
の
行
く
先

々
を
十
代
の
少
女
た
ち
が
追
い
か
け
た
。

髪
形
や
服
装
、
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
皆
が
乙

ぞ
っ
て
真
似
レ
、
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
定
着
し
た
。
モ
ノ
ラ
ル
lvス
テ
レ

オ
↓

8
ト
ラ
ッ
ク
↓
フ
ル
ト
ラ
ッ
ク
多
重

録
音
と
い
う
量
新
技
術
を
、
ま
っ
先
に
取

り
入
れ
た
の
も
彼
ら
だ
っ
た
。
自
作
自
演

の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
は
、
ピ

一
曲
声

一
円
歓

一

ジ

の

会

一

一

ン

費

…
テ
-
ア
演

一

ス

フ

の

一

ン

は

初

一

ワ

歌

最

一

。

の

の

一
演
心
日

一

公

肝

叩

一

目

、

月

一
来
が

6

一

の

た

年

一

ズ

れ

随

一

ル

わ

刊

一

ト

行

=

一

一

固

た

一
ピ

5
つ

一

た

計

か

一

れ

で

な

目

か

聞

え

開
日
こ

・
で

3
閉

館

が

ど

道

会

ん

武

奏

と

本

演

ほ
-

自
の
で

急
速
に
お
郡
し
つ
つ
あ
る
世
界
に
追
い
つ

貯
な
い
、
旧
態
依
然
た
る
体
制
を
、
学
生

は
法
や
思
想
に
よ
ら
な
い
直
接
行
動
で
攻

撃
す
る
。
ぞ
れ
が
同
時
代
に
直
結
す
る
と

い
う
感
覚
を
メ
デ
ィ
ア
が
増
幅
し
、
同
時

多
発
的
な
叛
乱
を
誘
発
し
た
。

学
生
た
ち
の
共
通
項
は
、
言
葉
で
な
く
a

感
覚
だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ー
ン
ズ
や
コ

l
ラ
や
ロ
ッ
ク
、
つ
ま
り
、
世
界
に
拡
大

す
る
ア
メ
リ
カ
消
費
文
化
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
爆
発
的
流
行
は
、
学

生
叛
乱
と
同
根
な
の
だ
。

-
開
拓
者
ビ
ー
ト
ル
ズ

港
町
リ
パ
プ
l
ル
は
、
ブ
ル
ー
ス
な
ど

の
黒
人
音
楽
も
流
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
労

働
者
の
家
庭
に
育
っ
た
高
校
の
バ
ン
ド
仲

間
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
ポ
1
ル
・
マ
ッ

カ
l
ト
一
一
ー
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン

と
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
を
加
え
て
ピ
l
ト
ル

F ， 

ー
ト
ル
ズ
以
降
当
た
り
前
と
な
っ
た
。
『
サ

ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ペ
パ

1
ズ
・
ロ
ン
リ
1
・

ハ
I
ツ
・
ク
ラ
ブ
・
バ
ン
ド
』
は
、
ヒ
ッ

ト
曲
の
寄
せ
集
め
に
す
ぎ
な
か
っ
た
L
P

-
を
、
一
個
の
世
界
に
創
造
し
て
み
せ
、
ア

ル
バ
ム
の
概
念
を
確
立
し
た
。
「
オ
I
ル

・ユ

I
・ニ

1
ド
、
イ
ズ
・
ラ
プ
」
の
演

奏
は
、
衛
星
を
通
じ
て
全
世
界
に
同
時
テ

レ
ビ
中
継
さ
れ
た
。
彼
ら
の
巨
大
な
足
跡

ぬ
き
に
、
ニ

O
世
紀
後
半
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

カ
ル
チ
ャ
ー
は
語
れ
な
い
。

ス
テ
レ
オ
や
ラ
ジ
カ
セ
が
一
人
一
台
の

時
代
と
な
り
、
潤
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の

音
楽
産
業
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
消
費
文

化
は
、
六
0
年
代
反
体
制
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
し
て
ひ
と
回
り
大
き
く
な
り
、
第

三
世
界
や
共
産
圏
に
も
浸
透
し
て
い
く
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
を
打
ち
壇
し
た
の
も
、
消

費
文
化
と
自
由
へ
の
魅
力
だ
っ
た
。

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
、
空
間
の
隔
た
り

や
体
制
の
違
い
を
越

え
て
、
人
び
と
を
共
通
の
感
情

に
結
び
つ
貯
る
力
が
あ
る
。
そ
ん

な
も
う
ひ
と
つ
の
例
を
、
部
麗
君
(
テ
レ

・サ
・
テ
ン
)
に
み
る
と
と
が
で
き
る
。

-
ロ
ッ
ク
は
中
国
ヘ
?

一
九
七
九
年
に
改
革
開
放
が
始
ま
る
ま

で
の
中
国
大
陸
で
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

は
腐
敗
し
た
資
本
主
義
文
明
の
象
徴
、
禁

止
も
同
然
の
扱
い
だ
っ
た
。
恋
愛
や
異
国

へ
の
憧
ーれ

な
ど
人
間
ら
し
い
感
情
は
、

ぜ
い
た
く
晶
だ
っ
た
。
そ
ん
な
渇
き
切
っ

た
人
び
と
の
心
に
、
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ

た
郵
麗
君
の
語
り
か
け
る
よ
う
な
歌
声
が

し
み
通
っ
て
い
く
。
テ
レ
サ
の
父
親
は
、

大
陸
か
ら
台
湾
に
渡
っ
た
国
民
党
員
。
彼

女
の
恋
の
歌
は
、
両
岸
に
分
か
れ
世
界
に

散
ら
ば
っ
た
中
国
系
の
人
び
と
の
、
交
流

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
華
人
経
済
圏
)
形
成

を
う
な
が
す
も
の
だ
と
も
言
、
え
た
。

テ
レ
サ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
中
国

に
偉
大
な
ロ
ッ
ク
・
ア
ー
チ
ス
ト
が
現
れ

た
。
崖
健
(
ツ
イ
ジ
エ
ン
)
で
あ
る
。

崖
健
は
、
中
国
初
の
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
。
八

0
年
代
半
ば
に
、
中
国

伝
統
の
旋
律
を
力
強
い
ピ
l
ト
に
乗
せ
た

「
一
無
所
有
(
俺
に
は
何
も
な
い
)
」
で

衝
撃
的
に
登
場
、
若
者
の
圧
倒
的
な
支
持

を
え
た
。
天
安
門
事
件
の
学
生
た
ち
が
彼

の
曲
を
愛
唱
し
た
せ
い
か
、
当
局
は
ロ
ッ

ク
を
嘗
戒
し
、
演
奏
会
も
満
足
に
開
り
な

い
。
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
な
が
ら
も
、
伎
は

中
国
の
現
実
に
立
ち
向
か
う
気
骨
の
あ
る

盗
勢
を
買
い
て
い
る
。

*
 

先
進
国
の
ロ
ッ
ク
は
、
商
業
主
義
に
の

み
込
ま
れ
、
反
抗
も
単
な
る
ポ
ー
ズ
に
す

ぎ
な
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
も
管
理
さ
れ
て
儀

式
と
化
レ
、
ロ
ッ
ク
は
伝
え
る
べ
き
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
困

難
な
状
況
の
な
か
、
本
物
の
ロ
ッ
ク
が
ま

だ
可
能
と
思
え
る
の
が
中
国
な
の
だ
。

い
っ
ぽ
う
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
ぐ

世
界
第
二
の
音
楽
市
場
に
成
長
し
た
。
カ

ラ
方
ケ
と
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
を
発
明
し
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
柴
は
若
者
の
日
常
と
不
可
分

に
溶
け
あ
っ
て
い
る
。
歌
謡
曲
は
解
体
、

演
歌
は
衰
退
し
、
世
界
中
の
音
楽
を
器
用

に
真
似
た
国
産
の
ポ
ッ
プ
ス
が
街
に
あ
ふ

れ
で
い
る
。

残
念
な
の
は
、
と
う
し
た
日
本
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
で
、
世
界
で
聴
か
れ
る
も
の

が
少
な
い
こ
と
。
と
れ
は
、
日
本
の
若
者

が
内
閲
し
虚
弱
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
何

か
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
消
費
社

会
と
い
う
か
た
ち
の
新
た
な
肺
患
と
マ
ン

ネ
リ
を
っ
き
破
る
、
パ
ワ
ー
の
あ
る
才
能

が
そ
ろ
そ
ろ
登
場
し
て
も
よ
い
こ
ろ
だ
。

(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
H
東
京
工

業
大
学
教
授
・
社
会
学
)

*
毎
週
月
曜
に
掲
載


